








ネットワーキング・サービス（Social Networking Service以下 SNS）の利用者も増加してい
る（1）。
総務省情報通信政策研究所は，代表的な SNSとして，LINE・Twitter・Facebook・mixi・


































































































































































いいねを付けない 度数 4 30 8 42％ 1.0 7.2 1.9 10.1
どちらかというとい
いねを付けない
度数 6 67 12 85
％ 1.4 16.1 2.9 20.4
どちらかというとい
いねを付ける
度数 3 64 24 91
％ 0.7 15.4 5.8 21.9
いいねをよく付ける 度数 6 115 77 198％ 1.4 27.6 18.5 47.6
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